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2009年8月、JCMN初のネットワークによる短期宣教が行われました。

この短期宣教の背景となったのは、JCMNの若いリーダー達の交わりでした。JCMNサミットのユース企画をスカイプ会議で定期的に行っている中、「どうしたらネットワークが点（サミット）で終わらず、線につなげることができるのか。サミット以外に何かできないだろうか。」と分かち合いました。その中で、このネットワークの中心は「宣教」なので、共に短期宣教をやろう！と決まりました。そんな中、香港CCMNの助けもあり、実現したのが今回の富山宣教です。これがきっかけとなり、いつも宣教に焦点を当てたネットワークになることが私たちの目指していることです。
今回は４つの教会（大津、紀ノ川、南紀、練馬）からユース中心に13名が参加し、香港の宣教師たち、現地の教会メンバーと一緒に宣教しました。
場所は教会がもっとも少ない富山県で、同じセルチャーチである水橋バイブルチャーチがホストとなってくださいました。

今回は、CCMNで行っている、短期宣教トレーニングキャンプを香港チームが導いてくださり、宣教のスピリット、チームの一致など実際的に学ぶ機会が与えられました。

このように日本人と香港人とが共に、日本の教会に仕え、助け合う時、力強い聖霊の臨在と力を体験することができました。

神様はこの国内短期宣教を豊かに祝福してくださり、多くの実を結ばせてくださいました。

■３つの実を結ぶ

1 個人的な実：今回参加したメンバー一人一人が、力強く神様を体験し、人生が変えられました。神様から宣教の心、ビジョンを受け取ることができました。（詳しくは各自の証を参照ください）
2 現地教会の実：今回は現地教会に実が残ることが、大切な目標とし、出て行って伝道する時も、未信者との関係づくりを中心に行いました。その結果、連絡先を交換し、フォローアップできる人が32名与えられ、そのうち10名の方は、より教会との関係に入るようになり、4名の方がイエス様を信じました。ハレルヤ！

3 自分たちの教会の実：今回宣教にいったメンバーが帰った後、宣教の火を自分たちの教会に持ち帰り、継続していくことが大切な目標です。各教会でも短期宣教の恵みが礼拝で分かち合われ、宣教の火が今も継続されています。
神様は日本の宣教に対する希望を見せてくれました。私たちがネットワークで各教会のために実際的に助け、共に宣教していくならば、素晴らしい実を実らせてくださるという希望です。

私たちは、この短期宣教がイベントで終わるのではなく、ムーブメントとなり、共に御国の拡大のために仕えあっていくことを願っています。

来年の短期宣教には、ぜひ多くの人が参加してくださり、共にこの恵みを体験していきましょう！

以下は短期宣教に行った人の証のダイジェストです。

■トレーニングキャンプの恵み

今回の短期宣教で期待していたことの一つは、最初の二日間のチームビルディングのキャンプでした。毎年ＣＣＭＮの短期宣教のため香港でもたれているトレーニングキャンプの内容を、香港からの宣教師たちが富山宣教のためにアレンジして導いてくれました。４つの教会からの参加者が宣教のために一つのチームになる大切なキャンプでしたが、楽しく和やかな雰囲気の中、宣教について考え、実践的な学びをや共に励まし合う時をもちました。特に印象的だったのが、さまざまなゲームを通してチームワークを体験的に学ぶ時間です。チームで一つの目標を達成するというものですが、どれもチーム全員が力を合わせなければ達成できない楽しくも深い内容でした。毎回ゲーム終了後、チームで集まりフィードバックの時間をもちます。ゲームの中で自分自身について、また他のメンバーについて発見したこと、チームワークについて何を学んだかについて分かち合いました。この時間は共に短期宣教をしていくためにとても有意義なものでした。　　（大津ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会　浜崎仰）

■チームの力
この短期宣教チームは、本当に一致していた。仲がいいから集まったわけでもなく、たった一週間しか一緒に過ごさなかったにもかかわらず、私たちは本当に神の家族として、キリストの体として一つになっていた。それは、ひとりひとりが「自分を捨てる」ということに積極的に取り組もうとしていたから。自分よりもまずメンバーを思いやり、メンバーの必要に応えようとする姿勢。宣教中は、24時間、チームメンバーとともに生活するから、みんなが自分のしたいことをするわけにはいかなかった。また、宣教の前に、「疲れた」とか、文句とか、そういういやな雰囲気を流さないという誓いまでした。～
今回のチームには、本当の愛の関係があった。毎日朝晩にあった分かち合いの時間は、メンバーからいい影響を受けたという証しや、メンバーに助けられたという証しにあふれ、またここにいる全員が必要だという確信に満ちていた。出会ってからの日数や、性格の違いは関係ない。お互いが心から仲間を信頼し、心から愛することができた。自分が紛れもなくのチームを愛していると気付いたとき、涙が出るほどうれしかった。でもそれは、富山にいたからできたのではない。自分を捨てて神様についていき、自分を捨てて仲間に仕えるとき、この愛の関係はどこででも実践できる。（練馬グレースチャペル　中村希望）
チームには色々な人がいたが、その一人ひとりが重要で、一人ひとりが最大限自分に与えられているものを、惜しみなく発揮するときに、すばらしい大きな力となった。実際今回のチームで半年頑張れば教会ができると感じた。

目がいつも神様をみていた。神様の見方で全てを見ていた。

全員がいつも神様を見、感動し、神様が物事を見るように、神様の視点で全てを見ていた→励まし、良いものを見、不平がなく、素晴らしいチームだった。　（紀ノ川福音キリスト教会　酒匂賛行）
■伝道体験の恵み

僕がこの一週間、宣教をしている中で、あれは金曜日の夕方、ピザパーティーをしている最中のことでした。神さまに僕の証しをあの人にしなさいと示されたので、近くに行って、話の流れでその人に僕の証しをしたら、「信じます」と言ってくれたのです。その時は何が起こったのか分りませんでした。信じられない気持ちで一杯でした。神さまの奇跡のおかげで、一人救いに導くことができたのです。本当にうれしい気持ちがこみ上げてきました。初めての伝道をしたので、うれしい気持ちで一杯ですが、神さまの力の偉大さをもっと知ることができて良い経験となりました。それを通して最初の自分と大きく変えられた気がしました。今も神さまへの感謝の気持ちで一杯です。本当に導きだったんだなということを改めて気づかされました。　（大津ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会　永谷勇人）

宣教が難しいといわれる富山で、フォローに人数がたりないほど、プレクリスチャンと良い関係を築くことができた。　収穫は多いけど働き手は少ない→その通り。

今回宣教に行ったメンバー全員が与えにいった→みんなが神様を体験し、人生が変わり、成長し、ハードなスケジュールの中であったのにもかかわらず、神様から力を与えられ、喜びを与えられ、会うべき人が用意され、語るべき言葉が与えられ、救いの実をみる機会を与えられた。　与えなさいそうすれば与えられます→そのとおり。　（紀ノ川福音キリスト教会　酒匂賛行）

トレーニングキャンプが終わり、いよいよ宣教に出る時が来ました。僕は、大森潤さんと行きました。潤さんが、男に人に話しかけて、僕は、すごいなと思いました。そして、もう今日は二人が話しているのを聞いておこうと思っていました。しかし、ちょっと何か喋らなくてはいけないと思い、喋りました。そして、祈りながら喋っているとすごく楽しくなってきて、どんどん神様が語るべき言葉を与えてくれました。そして、福音まで語れました。これはすごかったです。（南紀リバーサイドチャーチ　新谷惠也）
短期宣教では「宣教」という一つの目的に対して、祈りと力を集中することができました。花火大会に行き、祈ってアウトリーチができた時、普段の生活でもアウトリーチができるということ、また、いかに普段、宣教のきっかけを探していなかったかということに気付かされました。「宣教」をいつも自分の最優先課題とし続け、絶えず祈り、宣教を行うことの大切さを教えられました。
ホームレスのような方にチームメンバーが伝道していて、フォローをする機会が与えられた時、イエス様が友となった人とは、福音を伝えたい人とは、こういう人なんだと気付かされました。失われた人に対する主の愛を感じ、悔い改めさせられました。

　（南紀リバーサイドチャーチ　　濵　麻衣子）

■受け取った神様からの心、スピリット
今回の短期宣教の中で神さまに語られたと思うことがいくつかありましたが、その中でも心に強く響いたことは、「神さまは遣わされる人のために多くの出会いを用意しておられ、神さまは遣わされた人を通して多くのすばらしいことを成し遂げたいと考えておられる」ということでした。キャンプでCCMNスタッフのキャシーが「皆さんがここにいるのは宣教師がいてくれたからです。」と言った言葉が印象的でした。多くの宣教師たちと行動を共にする中で、彼らの態度や宣教スピリットに大きな影響を受けました。　（大津ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会　浜崎仰）

この短期宣教を通して、神様の偉大さ、神様に頼ること。自分は神様の力によって、強い者とされるということ。そして、自分の周りの人がどれだけ大切かということそして何より、神様のような愛で周りを愛し、仕えることを学びました。そして、本当に燃やされました。その火を燃やし続けたいです。最高のメンバーにも出会えてよかったです。神様に感謝したいです。　（南紀リバーサイドチャーチ　新谷惠也）
今回富山短期宣教に参加して学んだことはやはり積極的に行動することだと思う。私は面倒だと思うとあまり自分から行動しないしないタイプなので、この短期宣教に参加したメンバーがどんなことにも積極的に取り組んでいるのをみて、自分の考えを改めさせられました。（南紀リバーサイドチャーチ　江川　明生）
今回の宣教から学んだことの一つは、「宣教をイベントとして終わらせることなく、ムーブメントとしていく」ことです。東京に帰った後も、もっと人に関心を持てる者になりたいと思いました。僕はクリスチャンは、クリスチャン同士の交わりはとても大切だと思っていますが、もっと教会より外に出ていくことを考え、地域の人に関心を持っていくことを価値観としていきたいと思いました。（練馬グレースチャペル　大森潤）
今回教えられたことは、私たちは神様の僕であり、イエス様が一番だということ。これは短期宣教中、私たちに仕えてくれていた宣教師方々がよく言っていたことです。「神様の僕」「イエス様一番」その言葉は拙い日本語だけれど何か力強さを感じました。～
宣教師である彼らが神様の僕だといいながら喜びの中で私たちに仕えてくださいました。とても不思議な感じがしたけれど、その姿は本当に美しく、とても魅力的でした。私たちは神様の僕であるということは基本的なことだけれど、忘れやすくもあるように思います。決して見失ってはいけない神様の教えの一つだと思います。私たちは神様の僕ゆえに、従うのです。　（南紀リバーサイドチャーチ　寺田みちる）

富山３日目に一人のメンバーが分かち合ってくれたことを思い出す。富山宣教が、ちょうど8月15日という終戦記念日に始まったことは、偶然ではなく神様の計画。人間の心では絶対に愛したいとは思えない国の人々に対して、憎しみでなく、報復でなく、愛を送ってくれている香港の宣教師たちと、ここで一つのチームを組み、宣教をするということがどんなに大きな意味のあることか。それは、愛し合うべき人間同士がいがみあった肉的な戦争の時代から、いよいよわたしたちが一つとなって霊的な戦争の時代へと突入してきていることを意味する。それを聞いてわたしは、この世界の人々を救うのは、神さまの愛以外にありえないんだということをあらためて確信させられた。家族、友人など親しい人を愛することは、クリスチャンでなくてもできること。でもわたしたちは、そこから一歩踏み出し、知らない人や愛しがたい人を愛していく必要がある。それは、イエスさまの愛を知っているわたしたちにしかできないこと。そして必ずできること。　（練馬グレースチャペル　中村希望）
神様は、ネットワークによる国内宣教をとても喜んでおられるのがわかった。今回JCMNでも初めての国内宣教だったけど、日本の宣教の突破口を開く鍵があるように感じる。自分の教会を超えて、日本の他の教会を助けていく時、神の国が広がっていく。そんなことを実感し、神様からの希望を受け取りました。近い将来、この短期宣教がムーブメントとなり、たくさんのチームが他教会に派遣され、日本に御国が拡大され、共に喜ぶ時が来ることを夢見ています。　（練馬グレースチャペル　岡田聡）
